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保
育
の
専
門
性
を
活
か
し
た
活
動
に
向
け
て

第
二
期
就
任
に
あ
た
っ
て

も
し
、

違

っ
た
方
向

へ
行

く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

全
国
の

仲
間
と
と
も
に

一
大
行
動
を

起
こ
す
こ
と
も
視
野
に
入
れ

て
見
守
り
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
、

昨
年
度
か
ら

構
想
を
暖
め
て
い
ま
す

『地

域
貢
献
』
事
業
に
鋭
意
取
り

組
む
べ
く
現
在
、

準
備
委
員

会
の
立
ち
上
げ
作
業
に
入

っ

て
い
る
所
で
も
あ
り
ま
す
。

『保
育
園
に
行
け
ば
何
で

も
わ
か
る
』
事
業
で
あ
り
ま

す
が
、

子
育
て
以
外
の
相
談

に
も
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
地
域
の
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
保
育
園
の
活
動
で

あ
り
ま
す
。

次
に
新
任
職
員
の
定
着
と

い
う
よ
り
、

即
―
退
職
―
辞

退
―
等
々
の
話
が
あ
り
ま
す

の
で
、

保
育
士
養
成
校
団
体

と
の
懇
談
に
入
っ
て
お
り
、

良
き
保
育
士
を
養
成
し
て
い

く
た
め
に
、

私
ど
も
保
育
現

場
の
声
も
反
映
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、

と
も
に
保
育
実

習
を
通
じ
て
養
成
し
て
い
く

形
を
作
り
あ
げ
て
行
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、

保
育
の
専
門
性

・

資
質
向
上
を
目
指
し
て
、

今

年
度
か
ら
全
国
保
育
協
議
会

で
は
、

研
修
会
に
ポ
イ
ン
ト

制
を
取
り
入
れ
、
１
０
０
０

点
で

『保
育
活
動
専
門
員
』

を
認
証
す
る
制
度
を
構
築
。

難
関
の
所
長
専
門
講
座
を
履

修
さ
れ
た
方
は
、

即
認
証
の

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
ま
す
。

自
ら
の
価
値
観
を
高
め
、

よ
り
高
い
専
門
性
維
持
継
続

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

『ぜ
ん
ほ
き
ょ
う
』
六
月

号
に
掲
載
予
定
で
す
。

こ
の
新
た
な
二
年
間
を
役

員

・
常
任
委
員
の
皆
様
方
と

力
を
合
わ
せ
て
、

努
力
を
致

し
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
、

就
任
に

あ
た

っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
が
条
例
化

さ
れ
、

府
内

一
カ
所
、

全
国

で
百
力
所
弱
が
歩
み
出
し
ま

し
た
。

少
子
化
の
進
行
が

一
段
と

進
む
に
つ
い
て
、

政
府
で
も

官
房
長
官
の
下
に

『子
ど
も

と
家
族
を
応
援
す
る
日
本
』

重
点
戦
略
会
議
が
設
置
さ
れ
、

四
つ
の
分
科
会
を
設
け
、

そ

の
対
策
に
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
る
形
が
見
え
て
き
ま

す
。一

方
、

経
済
財
政
諮
問
会

議
で
は
、

第
二
番
目
に

『保

育
分
野
に
お
け
る
直
接
契
約

制
の
検
討
』
が
あ
げ
ら
れ
、

そ
の
行
方
が
、

経
済
性
を
優

先
し
人
間
教
育
の
基
礎
を
損

な
う
よ
う
な
方
向
に
な
ら
な

い
よ
う
望
む
所
で
も
あ
り
ま

す
。

保
重

真

永

野

治

男

平成19年度 口20年度役員等名簿

役職名 氏 名

事幹

角三 義 (たんぼぼ保育園)

橋市 智 昭 (一乗寺学園)

杉本三子雄 (母木保育園)

斎藤 正 (坂門ケ原保育園)

池尾 弘 久 (くさべ保育園)

中国 正 清 (景佐野すえひろ保青田)

勝田  旭 ( )添 保育 園)

浅井 孝男 (あけぼの保育園)

水崎  勝 (寝屋川なかよし保育図)

門谷  明 (陽気保育図)

(敬称略)

役職名 氏 名

長△
ム 永野 治男 (槙塚台保育園)

副会長

熊井 茂治 (千里山やまで学園)

亀井 信昭 (寝屋|めぐみ保育図)

痛寄言吉 幸雄 (善根寺保育因)

宮武  勲 (大野台保育園)

嶋田 典之 (取石南保育園)

森田 信司 ( 花園保育園)

大 西 潤 子 (古 園

菊池 繁信 (もみの木保育囲)

査監計Ａ
五

土井  昭 (天宗清見台園)

西 浦 正義 (ココアンジュ新家)

問顧
中辻 利夫 泉 園

高岡 囲士 (千里丘愛育園)

今
年
は
、

私
に
と

つ
て

メ
モ
リ
ア
ル

な
年
で
あ
る
。

一
つ
目
は
、

年
女
で
あ
る
。

自
分
が
ま
さ
か
こ
ん
な
に
な

る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か

っ

た
。二

つ
目
は
、

両
親
の
元
で
、

慈
し
み
深
く
育
て
ら
れ
た
年

月
と
結
婚
後
、

夫
や
彼
の
親

と
暮
ら
す
年
月
が
イ
コ
ー
ル

に
な
り
、

こ
れ
か
ら
、

そ
の

年
月
が
増
え
る
年
で
あ
る
。

三
つ
目
は
、

母
が
、

保
育

の
仕
事
か
ら
退
き
私
と
交
替

を
し
て
、

今
年
で
、

母
が
や
っ

て
き
た
年
月
を
超
え
る
。

昔
、

中
学
校
の
国
語
の
先

生
の

「青
は
藍
よ
り
い
で
て

藍
よ
り
も
青
し
」
と
い
う
諺

を
教
訓
的
に
思
い
出
す
。

青

色
は
藍
か
ら
染
料
を
取

っ
た

が
、

そ
の
青
が
も
と
も
と
の

藍
よ
り
青
く
美
し
く
な
る
こ

と
か
ら
、

教
え
た
人
よ
り
も

教
え
ら
れ
た
人
の
ほ
う
が
勝

る
た
と
え
で
あ
る
。

ど
う
考
え
て
も
親
を
超
え

て
い
な
い
が
、

年
月
だ
け
の

積
み
重
な
り
は
感
慨
深
い
。

「継
続
は
力
な
り
」
厚
か

ま
し
い
が
こ
の
メ
モ
リ
ア
ル

イ
ヤ
ー
を
こ

っ
そ
り
ひ
と
り

で
宣
山
自
賛
し
次

へ
の
ス
テ
ッ

プ
に
し
た

い
。

（Ｋ

・
Ｔ
）
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保
育
の
動
向
と
課
題

星

労
働
省
保
裏

障

本

英

俊

氏

記
念
講
演
で
は
、

厚
生
労

働
省
保
育
課
課
長
補
佐
陰
本

英
俊
氏

（写
真
）
を
講
師
に

お
招
き
し
て
、

「
保
育
の
動

向
と
課
題
」
の
テ
ー
マ
で
講

演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
講
演
要
旨
―

ｏ
少
子
化
の
現
状
と
こ
れ
ま

で
の
対
策
の
流
れ

○
保
育
の
現
状
と
課
題

・
少
子
化
と
保
育
所
の
現
状

・
待
機
児
解
消
対
策

・
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

○
認
走
こ
ど
も
園
の
実
施

○
規
制
改
革

（直
接
契
約

・

直
接
補
助
等
）

○
保
育
指
針
の
見
直
し

Ｏ
平
成
門
年
度
予
算
の
概
要

認
定
件
数
　
９
件

申
請
見
込
み
件
数

（平
成
１８

年
度
１０
月
末
現
在
）

①
平
成
１８
年
度
内
申
請
見
込

約

一
〇
〇
件

②
平
成
１９
年
度
以
降
申
請
見

込
み
　
　
　
　
約
五
〇
〇
件

④
保
育
所
保
育
指
針
の
見
直

し
な
ど
最
新
の
動
き
も
交
え

な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
き
、

参
加
者
の
質
問
に
も
答
え
て

く
れ

「現
場
の
声
を
私
た
ち

に
も
っ
と
届
け
て
ほ
し
い
」
と

結
ば
れ
ま
し
た
。

（Ｍ

・
Ｈ
）

平
成
１９
年
度

予
算
主
要
事
項

１
　
待
機
児
童
解
消
に
向
け

た
受
け
入
れ
児
童
数
の
拡
大

○
次
世
代
育
成
支
援
対
策
施

設
整
備
交
付
金

一
〓
百

億

（平
成
１８
年
度
補
正
予
算
）

保
育
所
耐
震
化
対
策
費

（七
二
億
）

○
民
間
保
育
所
運
営
費

三

一
二
七
億

２
　
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
整
備

○
病
児

・
病
後
児
保
育
事
業

（保
育
所
自
園
型
）

一
〇
億

○
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事

業
　
　
　
　
　
　
　
人
四
億

保
育
所
対
策
関
係
予
算

三
人
①
Ｏ
億

少

子
化

対
策

、
待

機

児
童

の
解
消

認

定

こ
ど

も

園

の
本

格

的

始

動

現
在
、

我
が
国
に
お
い
て

は
急
速
に
少
子
化
が
進
行
。

平
成
１７
年
度
の
合
計
特
殊
出

生
率
は
、
１
・
２５
と
過
去
最

低
を
更
新
。

出
生
率
低
下
の
社
会
的
背

景
と
し
て

①
働
き
方
の
見
直
し
に
関
す

る
取
り
組
み
が
進
ん
で
な
い
。

②
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
が

ど
こ
で
も
十
分
に
行
き
渡

っ

て
い
る
状
況
に
は
な

っ
て
い

な
い
。

③
若
者
が
社
会
的
に
自
立
す

る
こ
と
が
難
し
い
社
会
経
済

状
況
な
ど
。

以
上
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
出

生
率
低
下
を
様
々
な
角
度
か

ら
見

つ
め
、

対
策
を
進
め
て

き
た
も
の
の
、

対
策
が
十
分

に
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、

出

生
率
が
依
然
低
下
傾
向
が
見

ら
れ
る
。

で
は
、

新
た
な
少
子
化
対

策
の
視
点
と
し
て

①
社
会
全
体
の
意
識
改
革

○
総
合
的
な
少
子
化
対
策
を

進
め
る
上
で
、

生
命
を
時
代

に
伝
え
育
ん
で
い
く
こ
と
や

家
族
の
大
切
さ
が
理
解
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
国
、

地
方
公
共
団
体
、

企

業
、

地
域
社
会
等
が
連
携
の

下
で
社
会
全
体
の
意
識
改
革

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

②
子
ど
も
と
家
族
を
大
切
に

す
る
と
い
う
視
点
に
た

っ
た

施
策
の
拡
充
。

○
子
育
て
は
第

一
義
的
に
は

家
族
の
責
任
で
あ
る
が
、

子

育
て
家
庭
を
、

国
、

地
方
公

共
団
体
、

企
業
、

地
域
等
、

社
会
全
体
で
支
援
す
る
。

①
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
の

支
援
と
い
う
観
点
も
加
え
た

子
育
て
支
援
策
の
強
化
、

在

宅
育
児
や
放
課
後
対
策
も
含

め
た
地
域
の
子
育
て
支
援
の

充
実
を
図
る
。

ｏ
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支

援ヽ
の
推
進
や
、

男
性
を
含
め

た
働
き
方
の
見
直
し
。

○
親
の
経
済
力
が
低
く
、

仕

事
や
家
庭
生
活
の
面
で
も
課

題
の
多

い
出
産
前
後
乳
幼
児

期
に
お
け
る
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
含
め
た
総
合
的
な
対

策
。

○
就
学
時
に
お
け
る
子
ど
も

の
安
全
確
保
に
関
す
る
抜
本

的
対
応
、

出
産

・
子
育
て
期

の
医
療

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
体
制
の
強
化
、

特
別
な
支

援
を
要
す
る
子
ど
も
及
び
そ

の
家
族

へ
の
支
援
の
拡
充
。

新
た
な
少
子
化
対
策
の
推

進
と
し
て
、

歳
出

・
歳
入

一

体
改
革
の
中
で
必
要
な
財
源

の
確
保
と
あ
わ
せ
て
平
成
１９

年
度
予
算
編
成
過
程
に
お
い

て
検
討
す
る
。

税
制
面
に
お

い
て
も
少
子
化
対
策
を
推
進

す
る
観
点
か
ら
の
必
要
な
措

置
を
検
討
す
る
。

国
民
運
動
の
推
進
と
し
て

○
家
族

，
地
域
の
絆
を
再
生

す
る
運
動

○
社
会
全
体
で
子
ど
も
や
生

命
を
大
切
に
す
る
運
動
が
、

推
進
さ
れ
る
。

―
保
育
の
現
状
と
課
題
―

①
待
機
児
童
の
解
消

平
成
１９
年
度
予
算
に
お
い

て
、

運
営
費
や
施
設
整
備
費

な
ど
、

待
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦

関
連
経
費
と
し
て
約
三
二
六

五
億
円

（前
年
度
比

一
二
九

億
円
増
）
を
確
保
。

②
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実子

ど
も

・
子
育
て
応
援
プ

ラ
ン
の
平
成
２‐
年
度
目
標

延
長
保
育

　

一
六
二
〇
〇
園

一
時
特
定
保
育
九
五
〇
〇
園

休
日
保
育
　
　
一
〓
一〇
〇
園

夜
間
保
育
　
　
　
一
四
〇
園

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

四
四
〇
〇

病
児

・
病
後
児
保
育
の
拡
充

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

の
拡
充

③
認
定
こ
ど
も
国
の
本
格
実

施
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数
仰

輸
佃
い

蛾
隊
験
胤
ゲ
紗

薄
化
、

夜
型
生
活
、

食
文
化

や
あ
そ
び
の
変
化
等
々
、

人
々

の
生
活
様
式
や
価
値
観
の
多

様
化
な
ど
、

暮
ら
し
が
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、

子
育
ち

・

子
育
て
の
文
化
が
途
絶
え
、

育
児
不
安
が
大
き
く
広
が

っ

て
い
ま
す
。

国
や
大
阪
府
、

各
市
に
お

い
て
も
様
々
な
施
策
を
打
ち

出
し
、

在
宅
親
子
が
気
軽
に

で
か
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

各
園
で
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
、

子
育
て
支
援

・
親
支
援

・

家
族
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
。常

称
寺
保
育
園

で
は
、

「
大
阪
府

の
子
育
て
支
援
保

育
士
事
業
」
実
施
園
と
し
て
、

『
園
庭
開
放
、

地
域
子
育
て

情
報
新
聞
発
行
、

在
宅
親
子

ク
ラ
ス
の
あ
そ
ぼ
う
会
、

赤

ち
ゃ
ん
広
場
、

保
育
園
体
験
、

給
食
試
食
会
、

子
育
て
相
談
、

子
育
て
講
演
会
、

子
育
て
サ

ロ
ン
ヘ
の
支
援
等
々
』
を
担

当
の
保
育
士
が
年
間
支
援
計

画
案
を
立
て
、

職
員
全
体
で

の

「年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
会

議
」
で
園
内
調
整
を
図
り
、

実
施
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
活
動
内
容
は
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
始

ま
り
、

毎
月
の
身
長

・
体
重

を
計

っ
て
、

成
長
を
喜
び
合

い
ま
す
。

キ
ぶ
じ
ま
り
の
歌
、

季
節
の

Ｌ
ｖ

歌
、

リ
ズ
ム
運
動
、

わ

ら
べ
う
た
あ
そ
び
、

紙
コ
ッ

プ
人
形
作
り
、

ど
ろ
ん
こ
あ

そ
び
、

片
栗
粉
ス
ラ
イ
ム
で

の
感
触
あ
そ
び
等
々
を
経
験

し
ま
す
。

プ
ー
ル
あ
そ
び
の
前
に
は

看
護
師
に
よ
る
心
肺
蘇
生
法

講
演
を
行
い
ま
す
。

秋
に
は
体
育
あ
そ
び
や
パ

ラ
バ
ル
ー
ン
で
の
集
団
あ
そ

び
等
で
運
動
会
を
迎
え
ま
す
。

平
成
１２
年
か
ら
は
運
動
会

を
、

入
園
児
と
は
別
の
日
に

設
定
し
て
い
ま
す
が
、

父
親

や
祖
父
母
の
参
加
も
あ
り
、

初
め
て
の
実
施
日
に
は
感
動

し
ま
し
た
。

本
当
に
和
や
か

な
運
動
会
に
な
り
ま
す
。

実
り
の
秋
に
は
、

お
い
も

掘
り
を
楽
し
み
ま
す
。

そ
し

て
、

在
園
児
の
制
作
展
に
も

参
加
し
、

作

っ
て
あ
そ
べ
る

も
の
に
挑
戦
し
ま
す
。

１２
月

は
、

人
参
を
す
り
お
ろ
し

「夕
焼
け
ご
飯
」
等
の
親
子

ク
ツ
キ
ン
グ
で
試
食
会
を
行

い
ま
す
。

存甘御制鋤軽般訂腺端碗

交
流
を
行

い
、

こ
の
頃
に
な

画
を
す
る
ま
で
の
親
同
士
の

つ
な
が
り
が
深
ま

っ
て
き
ま

す
。毎

日
、

給
食
室
か
ら
は
、

手
作
り
の
お
や
つ
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

お
別
れ
会
に
は
、

グ
ル
ー
プ
毎
に
ジ
ャ
ン
ボ
ク
ッ

キ
ー
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

す
。地

域
の
人
と
の
つ
な
が
り

が
薄
く
な
っ
て
き
た
昨
今
、

すべての保育園が地域の

子育て支援センターに
～今、保育園に求められていること～

「北大阪ブロック」

常称寺保育園

る
と
、

集
団
あ
そ
び
に
も
参

加
で
き
る
よ
う
に
成
長
し
て

き
ま
す
。

子
ど
も

へ
の
関
わ
り
方
や
、

対
応
に
戸
惑
い
、

４
月
に
は
、

緊
張
で
い
っ
ぱ
い
だ

つ
た
地

域
ク
ラ
ス
の
親
子
た
ち
も
、

行
事
の
た
び
に
成
長
や
変
化

が
見
ら
れ
、

最
後
に
は
自
分

た
ち
で

「
お
別
れ
会
」
の
企

地
域
に
根
ざ
す
保
育
園
が
つ

な
が
り
作
り
を
す
る
サ
ポ
ー

ト
役
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、　

一
時

・
特
定
保
育

利
用
者
の
中
か
ら
も
子
育
て

支
援
を
必
要
と
す
る
家
庭
が

多
く
、

最
初
の
利
用
面
接
が
、

す
で
に
子
育
て
相
談
に
な

っ

て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

昨

驚

雑

が
然

熊

者
が
あ
り
、

今
年
は
、

特
定

保
育
利
用
児
も
増
え
、
５
月

現
在
、

す
で
に
新
規
利
用
児

面
接
は
待
機
し
て
い
た
だ

い

て
い
る
状
況
に
な

っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、

育
児
方
法
を
誰
か
に
聞
き
た

い
、

教
え
て
も
ら
い
た
い
、

少
し
で
も
い
い
か
ら
子
ど
も

と
離
れ
た
い
等
の
市
民
ニ
ー

ズ
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

保
護
者
の
不
安
を
聴
き
、

分
析
し
、

求
め
る
も
の
を

一

つ
ひ
と
つ
に
丁
寧
に
関
わ

っ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

在
宅
親
子
や
、　

一
時

・
特

定
利
用
児
親
子
の
現
状
を
職

員
全
体
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
こ
と
で
、

在
園
児
の
保

護
者
や
子
ど
も
理
解
を
す
る

上
で
と
て
も
参
考
に
な
り
、

親
子
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。

保
育
所
保
育
指
針
改
訂
基

本
方
針
が
出
さ
れ
、

秋
を
目

途
に
改
訂
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

保
育
所
の
今
日
的
意
義
が

明
確
化
さ
れ
、

保
育
の
質
も

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

今

脹
媛
矯

類

鵡

讃

て
、

職
員
間
の
連
携
を
取
り

な
が
ら
、

社
会
貢
献
事
業
を

果
た
す
チ
ャ
ン
ス
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

切
磋
琢
磨
し
、

お
互
い
に

学
び
合
い
、

で
き
る
こ
と
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

（常
称
寺
保
育
園

Ｋ

，
Ｉ
）

給食試食会

どろんこあそび

秋のおいもほり
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保

育

園

在

た

ず

ね

て

０

池

却

神
市

保

育

園

天
神
保
育
園
は
、

池
田
市

立
天
神
保
育
所
を
引
き
継
ぐ

形
で
、

平
成
１３
年
４
月
か
ら

学
校
法
人
亀
之
森
住
吉
学
園

が
運
営
さ
れ
て
い
る
定
員
９０

人
の
保
育
園
で
す
。

０
～
２
歳
児
で
は
、

乳
児

期
の
発
達
の
順
序
性
を
重
要

視
し
た
育
児
担
当
制
を
取
り

入
れ
、

情
緒
的

・
身
体
的
な

発
達
を
確
認
し
な
が
ら
て
い

ね
い
な
保
育
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
～
５
歳
児
で
は
、

異
年

齢
混
合
ク
ラ
ス
を
通
じ
、

毎

日
の
生
活
の
中
で
、

思
い
や

り
や
優
し
さ
を
身
に
つ
け
、

自
主
性
を
伸
ば
さ
れ
て
い
ま

す
。

発
達
に
応
じ
た
遊
び
の
多

様
性
を
考
慮
し
た
環
境
構
成

に
気
を
配
り
、

偏
る
こ
と
が

な
く
、

感
性
豊
か
に
社
会
性

を
一高
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
あ
る
子
ど
も
を
育

て
る
た
め
、　

一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
し
た
保
育
を
実
践
さ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、

安
全
性
と
機
能

性
を
よ
り
高
め
た

「遊
び
こ

め
る
園
庭
」
を
目
指
し
、

改

造
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

（Ｍ

・
Ｋ
）

「大
阪
府
行
政
の
取
り
組
み
」

と
題
し
、

保
育
施
策
の
現
状
、

児
童
虐
待
防
止
対
策
等
の
ご

講
演
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後

の
懇
談
会
で
は
、

講
師
の
方

を
囲
ん
で
、

終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、

閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

　

（Ｍ

・
Ｋ
）

対
策
》
が
非
常
に
盛
り
上

っ

て
い
る
。

そ
の
反
面
、

親
の

我
が
子
に
対
す
る
防
犯
意
識

の
低
さ
に
つ
い
て
も
指
摘
さ

れ
、

家
庭
単
位
で
も

っ
と
防

犯
意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
防
犯

マ
ニ
ュ
ア
ル

を
各
園
で
作
り
、

職
員
が
緊

急
時
の
対
処
に
つ
い
て
の
共

通
理
解
を
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
。

そ
の
後
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
自
分
達
の
園
の
防
犯
対

策
に
つ
い
て
話
し
合
つ
た
が
、

各
園
と
も
に
独
自
の
安
全
対

策
が
な
さ
れ
て
お
り
、

園
児

を
守
る
意
識
の
高
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

　

（Ｋ

・
Ｍ
）

笠
先
日

「何
年
、

部
会

の

副
会
長
し
て
ま
し
た
？
」

と
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

当

の
本
人
も
正
確
に
は
覚

え

て
い
な

い
と

の
こ
と
。

長
き
に
わ
た

り
こ
の
役
に

就
い
て
お
ら

れ
た
門
谷
明

さ
ん

（陽
気

保
育
園
長
）
、

比
較
的
無
口
で
静
か
な
性

格
の
彼
で
す
が
、

老
朽
改

築
予
定
の
保
育
園
の
予
算

獲
得
に
熱
意
を
持

っ
て
事

を
運
ば
れ
、

多
く
の
功
績

を
、

数
年
前
に
は
急
な
大
病

か
ら
脱
出
し
た
お
か
げ
で
、

ま

だ
元
気
で
す
。

今
後
も
部
会

幹
事
と
し
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

笠
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
方
が

も
う
お

一
方
、

水

崎
勝
さ
ん

（寝
屋

川
な
か
よ
し
保
育

園
長
）
も
退
任
、

何
事
に
も
常
に
気

づ
か
い
を
も
ち
仕

事
を
す
る
人
、

保
育
お
お
さ

か
編
集
委
員
長
と
し
て
も
紙

面
の
充
実
を
図
ら
れ
ま
し
た
。

お
二
人
と
も
た
い
へ
ん
ご
苦

労
さ
ん
で
し
た
。

（Ｉ

・
Ｍ
）

北
摂
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
部
会

の
総
会

・
研
修
会
及
び
懇
親

会
が
、
５
月
１５
日

（火
）
、

日
航
ホ
テ
ル
茨
木

・
大
阪
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

熊
井
茂
治

部
会
長
の
挨
拶
で
総
会
が
開

会
さ
れ
、

１８
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
報
告
、

１９
年
度
事

業
計
画
及
び
予
算
案
の
順
に

議
事
が
進
め
ら
れ
、

満
場

一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、

大
阪
府
幼

稚
園
等
新
規
採
用
教
員
研
修

指
導
員

・
日
本
代
表
監
督
星

野
仙

一
氏
の
実
姉
、

米
谷
美

和
子
先
生

（写
真
）
か
ら
、

「
子
ど
も

の
願

い
が
生
か
さ

れ
る
に
は
」
と
題
し
て
の
ご

講
演
の
中
で
、

長
年
の
保
育

経
験
に
基
づ
い
た
貴
重
な
お

話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、

大
阪
府
児
童
家

庭
室
、

水
本
行
彦
室
長
か
ら

５
月
１７
日
に
東
大
阪
市
立

保
育
会
で
は

「子
ど
も
を
守

る
保
育
園
安
全
対
策
」
不
審

者
侵
入
時
防
犯
実
技
研
修
会

河
内
ブ

ロ
ッ
ク

が
さ
わ
ら
び
保
育
園
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

布
施
警
察
防
犯

課
の
刑
事
さ
ん
が
防
犯
グ
ッ

ズ

（さ
す
ま
た
、

ネ
ッ
ト
ラ
ン

チ
ャ
ー
）
の
使

い
方
の
実
演

と
体
験
を
通
し
て
普
段
か
ら

訓
練
し
て
お
か
な
い
と
緊
急

時
に
は
上
手
く
扱
え
な
い
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

次
に
近
年
の
防
犯
事
情
に

つ
い
て
の
話
が
あ
り
、

池
田

小
学
校
の
事
件
以
後
各
自
治

体
で
の
防
犯
意
識
は
高
ま

っ

て
お
り
、

《
子
ど
も
の
安
全

対
編
集
長
交
替
＝

６
年
前
の
夏
、

門
谷
副
部

会
長

（当
時
）
か
ら
当
紙
の

編
集
委
員
長
を
引
き
継
ぎ
、

以
来
多
く
の
方
々
に
ご
協
力

に
よ
り
今
日
ま
で
来
た
。

今

そ
の
任
を
終
え
宮
武
さ
ん
に

交
替
。

永
い
あ
い
だ
ご
指
導

い
た
だ
い
た
尾
崎

（元
新
聞

記
者
）
さ
ん
、

連
載
記
事
で

ご
協
力
い
た
だ

い
た
北
畑
さ

ん
、

事
務
局
の
皆
さ
ん
に
心

よ
り
感
謝
。

（水
崎
　
勝
）

さすまた
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